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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
エ
ン
ジ
ェ
レ
ラ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
４
０
６
Ｊ

【
作
者
名
】

　
上
森
 

織
夜

【
あ
ら
す
じ
】

　
異
世
界
の
二
大
勢
力
で
あ
る
天
界
と
魔
界
が
、
二
千
年
以
上
の
長
き
に
渡
る

対
立
関
係
を
続
け
て
い
た
あ
る
日
。

天
界
の
第
十
六
代
の
王
・
ゼ
フ
ィ
ー
ル
は
孤
独
の
子
供
を
引
き
取
る
。
ゼ
フ
ィ

ー
ル
と
幼
な
じ
み
を
庇
っ
て
滅
ん
だ
、
年
の
離
れ
た
弟
に
似
て
い
た
彼
を
次
代

の
王
と
し
て
育
て
る
べ
く
。

一
方
、
魔
界
で
は
五
十
年
に
一
度
の
『
導
き
』
が
迫
っ
て
い
た
。

天
界
を
打
破
で
き
る
初
代
魔
王
を
復
活
さ
せ
る
為
に
、
必
要
な
儀
式
。

選
ば
れ
し
三
体
の
天
使
と
一
体
の
悪
魔
が
揃
え
ば
復
活
す
る
。
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前
回
の
導
き
で
二
体
の
天
使
は
既
に
揃
っ
て
し
ま
い
、
復
活
を
阻
止
し
よ
う
と
、

ゼ
フ
ィ
ー
ル
は
部
下
と
共
に
魔
界
へ
と
乗
り
込
ん
で
い
く
。

弟
を
失
っ
て
以
来
、
初
め
て
動
き
始
め
た
、
穏
や
か
な
“
今
”
を
守
り
た
い
と

い
う
本
当
の
感
情
の
為
に
。
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歴
史
書
（
前
書
き
）

当
作
品
は
、
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
ズ
に
投
稿
「
エ
ン
ジ
ェ
レ
ラ
」
の
年
齢
制

限
な
し
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
す
。

六
年
以
上
前
に
、
某
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
て
執
筆
配
信
し
て
い
た
小
説
で
す
。

今
の
自
身
で
は
、
小
説
と
は
思
い
た
く
な
い
当
時
の
文
章
に
、
少
し
は
大
人
に

な
っ
た
今
、
全
体
的
に
書
き
直
し
ま
し
た
。

今
よ
り
豊
富
な
ネ
タ
を
思
い
つ
い
て
い
た
幼
か
っ
た
頃
に
、
本
当
は
書
き
上
げ

て
い
た
筈
の
物
語
。
メ
イ
ン
ス
ト
ー
リ
ー
ど
こ
ろ
か
、
主
人
公
の
幼
い
頃
の
話

の
数
分
の
一
し
か
進
ま
ず
に
放
置
し
て
、
と
う
と
う
完
結
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

主
人
公
が
大
き
い
所
か
ら
話
が
展
開
し
、
様
々
な
出
来
事
の
後
に
終
幕
さ
せ
る

筈
で
し
た
。
そ
れ
が
、
こ
ん
な
事
に
な
る
な
ん
て
。

ち
ょ
っ
と
し
た
弾
み
で
主
人
公
の
幼
い
頃
か
ら
始
め
た
ら
、
物
語
が
か
な
り
大

き
く
な
っ
て
し
ま
い
、
当
初
の
物
語
か
ら
大
幅
に
か
け
離
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

主
人
公
の
親
代
わ
り
が
、
主
人
公
に
な
っ
て
し
ま
う
程
に
。

…
…
自
分
で
も
忘
れ
る
事
が
あ
る
多
さ
の
設
定
に
、
進
め
ば
進
む
程
に
多
く
な

る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
収
拾
が
つ
か
な
く
な
る
だ
ろ
う
と
は
思
い
つ
つ
も
、
愛
着

の
あ
る
世
界
観
（
物
語
）
を
捨
て
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

や
る
気
が
最
高
に
湧
き
上
が
っ
た
今
、
再
び
物
語
を
綴
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
愛
し
い
子
達
の
世
界
を
覗
い
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
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歴
史
書

　
人
間
＞
ヒ
ト
＜
と
は
全
く
似
て
真
に
は
似
つ
か
ぬ
、
異
な
る
人
種
の
存
在
す

ま
こ
と

る
場
所
が
、
こ
の
世
界
に
は
あ
る
。

　
人
間
の
世
界
と
は
異
な
る
世
界
が
あ
る
と
、
信
じ
は
想
像
し
、
思
い
描
い
て

は
い
つ
の
間
に
か
天
国
＝
楽
園
＞
パ
ラ
ダ
イ
ス
＜
と
云
う
イ
メ
ー
ジ
を
定
着
さ

せ
た
人
々
は
、
別
の
世
界
を
こ
う
呼
ん
だ
。

『
異
世
界
、
と
…
…
』

　
実
の
と
こ
ろ
。

　
人
間
＞
ヒ
ト
＜
か
ら
云
う
と
『
異
世
界
』
│
│
正
確
に
は
人
間
の
世
界
で
は

な
い
、
別
の
世
界
の
集
合
体
で
あ
る
次
元
（
人
間
の
世
界
以
外
の
全
て
の
世
界

の
在
り
し
空
間
）
の
事
を
言
う
の
だ
が
…
…
に
は
、
魔
界
、
天
界
な
ど
の
多
く

の
異
界
が
存
在
す
る
。

　
魔
界
や
天
界
な
ど
の
世
界
の
事
を
別
称
、
異
界
と
呼
び
、
そ
れ
ら
の
異
界
を

ひ
っ
く
る
め
て
呼
ん
だ
、
ま
た
は
異
界
全
て
が
存
在
す
る
世
界
が
異
世
界
で
あ

る
。

　
異
世
界
は
人
間
の
世
界
を
中
心
、
全
界
（
人
間
の
世
界
を
含
め
た
全
世
界
自

体
の
意
）
の
柱
と
し
て
地
理
的
、
存
在
的
に
も
位
置
し
て
お
り
、
全
界
自
体
は

一
つ
の
世
界
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。

　
人
間
の
世
界
に
も
国
名
が
あ
る
様
に
、
異
界
に
も
異
界
名
と
同
じ
意
、
効
力

を
発
す
る
国
名
が
存
在
し
た
。

　
異
界
の
中
で
も
有
数
の
力
、
存
在
力
、
政
治
力
な
ど
全
て
に
於
い
て
最
強
に

等
し
い
代
表
的
各
が
、
魔
界
・
天
魔
国
と
天
界
・
地
神
国
で
あ
る
。

て
ん
ま

ち
し
ん

　
魔
界
・
天
魔
国
と
天
界
・
地
神
国
は
、
互
い
に
互
い
を
相
当
の
敵
視
化
し
て

お
り
、
日
々
争
い
は
勿
論
、
侵
略
、
支
配
下
、
捕
虜
化
は
絶
え
ず
止
む
こ
と
な

く
続
い
て
い
た
（
侵
略
、
捕
虜
化
は
主
に
魔
界
・
天
魔
国
だ
が
）
。
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異
界
の
中
で
唯
一
、
人
間
の
世
界
と
行
き
来
が
出
来
る
の
も
こ
の
二
つ
の
国

だ
け
で
あ
り
、
人
間
の
世
界
を
己
の
物
に
し
よ
う
と
、
も
く
ろ
ん
で
止
ま
ぬ
魔

界
・
天
魔
国
に
、
そ
う
は
為
せ
ま
い
と
、
天
界
・
地
神
国
は
相
当
の
注
意
と
犠

牲
を
払
っ
て
ま
で
対
抗
、
守
護
を
し
て
い
た
。

　
人
間
の
世
界
の
住
人
は
、
異
世
界
に
は
悪
魔
と
天
使
が
存
在
す
る
と
、
噂
し

た
│
│

　
天
界
は
『
神
界
』
と
も
呼
ば
れ
、
第
１
６
代
神
王
・
ゼ
フ
ィ
ー
ル
の
下
、
計

し
ん
か
い

し
ん
お
う

七
つ
の
階
級
（
俗
に
云
う
部
署
）
が
置
か
れ
て
い
る
。

　
そ
の
階
級
の
ト
ッ
プ
の
『
神
王
閣
下
』
と
呼
ば
れ
る
者
が
各
階
級
の
指
揮
を

し
ん
お
う

任
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
の
階
級
と
は
、
地
位
順
に
王
宮
位
（
お
う
き
ゅ
う
い
（
神
王
・
皇
族
の
守

護
警
備
、
国
の
政
治
関
係
担
当
）
・
文
易
位
（
ぶ
ん
え
き
い
（
大
戦
時
の
策
、

天
界
の
学
問
関
係
担
当
）
・
魔
法
位
（
ま
ほ
う
い
（
魔
法
の
会
得
、
使
用
な
ど

魔
法
関
係
担
当
）

守
護
位
（
し
ゅ
ご
い
（
国
内
外
の
守
護
警
備
、
治
安
担
当
）
・
領
易
位
（
り
ょ

う
え
き
い
（
国
内
の
全
て
の
土
地
の
管
理
、
異
国
と
の
貿
易
・
国
交
担
当
）
・

法
務
位
・
監
査
位
。

ほ
う
む
い

か
ん
さ
い

　
以
上
の
七
階
級
だ
が
、
法
務
位
と
監
査
位
は
王
宮
位
・
文
易
位
・
魔
法
位
の

者
に
し
か
知
ら
さ
れ
ず
、
そ
れ
以
下
の
階
級
と
住
人
に
は
存
在
自
体
も
、
一
切

知
る
者
は
居
な
い
。

　
│
│
謎
と
闇
に
包
ま
れ
た
二
つ
の
階
級
…
…
そ
の
全
て
は
一
切
不
明
で
あ
る
。

　
異
世
界
に
は
複
数
の
世
界
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
絶
大
な
指
導
力
を
手
に
す

る
者
、
王
が
居
た
。
天
魔
国
の
王
で
あ
る
魔
王
と
地
神
国
の
神
王
は
、
世
界
の

理
で
あ
る
闇
と
光
を
象
徴
す
る
存
在
と
し
て
、
国
民
は
勿
論
、
各
国
の
者
達
か

ら
崇
め
ら
れ
て
き
た
。
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初
代
魔
王
の
フ
ェ
レ
ナ
、
初
代
神
王
の
ア
ネ
レ
ス
。
二
人
は
世
界
の
創
世
者

と
も
呼
ば
れ
、
彼
ら
の
亡
き
後
、
二
千
年
経
っ
た
現
在
で
も
、
そ
の
意
志
は
強

く
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　
西
暦
の
次
元
に
突
入
し
、
進
化
で
は
な
く
衰
退
を
辿
り
つ
つ
あ
る
地
球
の
裏

で
、
異
界
は
闇
に
紛
れ
る
様
に
佇
ん
で
い
た
。

　
初
代
の
神
王
が
亡
く
な
っ
た
後
は
、
彼
の
弟
の
シ
ャ
ル
ー
ン
が
第
二
代
神
王

と
し
て
就
任
す
る
。
そ
の
百
年
後
、
シ
ャ
ル
ー
ン
は
文
易
位
・
神
王
閣
下
の
ハ

ル
に
地
位
を
譲
り
、
誰
に
も
看
取
ら
れ
る
事
な
く
消
滅
し
た
。
そ
の
ハ
ル
は
、

神
界
歴
３
８
０
年
に
起
き
た
異
界
大
戦
で
命
を
落
と
し
、
彼
女
の
後
は
王
左
の

ラ
キ
ア
ス
が
継
ぐ
。

　
時
は
進
み
、
神
界
歴
１
９
４
０
年
。
第
１
５
代
神
王
ゼ
マ
ン
ダ
が
亡
く
な
り
、

初
代
神
王
の
お
告
げ
に
よ
り
当
時
１
０
才
で
あ
っ
た
ゼ
フ
ィ
ー
ル
が
神
王
の
座

を
手
に
す
る
。

　
皇
族
と
は
い
え
、
肉
体
の
寿
命
が
存
在
し
な
い
天
界
で
は
生
ま
れ
た
ば
か
り

の
赤
子
に
等
し
い
少
年
が
神
王
の
座
に
就
く
こ
と
を
反
対
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

第
一
次
国
内
大
戦
が
勃
発
。

　
神
王
の
座
に
就
い
て
間
も
な
い
ゼ
フ
ィ
ー
ル
は
、
得
意
の
策
略
を
大
々
的
に

展
開
し
て
着
々
と
賛
成
派
を
集
め
て
い
き
、
実
際
の
攻
防
戦
を
展
開
さ
せ
る
事

な
く
国
内
大
戦
を
終
結
さ
せ
た
。
そ
の
後
は
神
王
と
し
て
国
を
治
め
、
暫
く
の

平
穏
な
時
が
過
ぎ
て
い
く
…
。
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一
章
／
全
て
の
始
ま
り

　
国
内
大
戦
か
ら
時
は
流
れ
、
天
界
は
こ
れ
ま
で
の
歴
史
の
中
で
は
珍
し
く
平

穏
に
満
ち
溢
れ
て
い
た
。

　
一
般
の
階
級
の
天
使
の
部
屋
に
比
べ
、
数
々
の
豪
華
な
装
飾
の
洋
室
。
黒
革

の
ソ
フ
ァ
ー
に
背
中
を
預
け
て
、
ゼ
フ
ィ
ー
ル
は
書
類
に
目
を
通
し
て
い
た
。

　
こ
の
ま
ま
何
事
も
起
き
な
け
れ
ば
良
い
と
、
王
と
し
て
国
の
平
穏
を
祈
る
。

ガ
ラ
ス
の
テ
ー
ブ
ル
一
面
に
広
が
る
書
類
の
束
に
、
些
か
眉
を
ひ
そ
め
た
。

　
腰
の
位
置
で
揺
れ
る
、
鮮
や
か
な
金
髪
の
ス
ト
レ
ー
ト
。
中
央
で
分
け
た
前

髪
か
ら
覗
く
、
神
王
に
代
々
受
け
継
が
れ
る
シ
ル
バ
ー
の
額
飾
り
。

　
絹
で
仕
立
て
ら
れ
、
貴
族
特
有
の
宝
石
に
よ
る
装
飾
の
な
い
衣
服
は
、
ゼ
フ

ィ
ー
ル
の
謙
虚
な
性
格
を
表
し
て
い
た
。

　
く
る
ぶ
し
ま
で
の
長
さ
で
、
形
は
ワ
ン
ピ
ー
ス
に
近
い
。
鎖
骨
を
見
せ
肩
か

ら
身
を
覆
い
、
袖
幅
に
余
裕
を
持
た
せ
た
。
手
首
の
箇
所
に
は
ゴ
ム
を
入
れ
、

フ
ィ
ッ
ト
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
腰
部
分
は
絞
ら
れ
、
上
半
身
の
両
サ
イ
ド
に
は
編
み
上
げ
。
臍
の
位
置
か
ら

に
真
っ
直
ぐ
に
入
っ
た
ス
リ
ッ
ト
か
ら
は
、
白
色
の
ス
ラ
ッ
ク
ス
、
茶
色
の
シ

ョ
ー
ト
ブ
ー
ツ
が
見
え
る
。

　
閲
覧
し
た
書
類
に
『
Ｚ
ｅ
ｆ
ｅ
ｅ
ｌ
』
と
刻
印
さ
れ
た
、
手
の
ひ
ら
程
の
ス

タ
ン
プ
を
赤
色
で
次
々
に
押
印
し
て
い
く
。

　
平
穏
な
天
魔
国
で
、
普
段
通
り
の
国
務
を
行
う
ゼ
フ
ィ
ー
ル
の
日
常
は
、
爆

音
と
共
に
破
壊
さ
れ
た
部
屋
の
扉
と
同
時
に
終
了
し
た
。

「
い
っ
た
い
何
事
で
す
か
！
」

　
平
穏
な
筈
の
国
内
で
、
更
に
神
王
の
部
屋
の
中
で
、
果
て
は
器
物
破
損
に
声

を
荒
げ
る
。
上
が
る
硝
煙
に
、
無
防
備
に
も
入
口
に
近
付
く
訳
に
は
い
か
な
か

っ
た
。
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遠
目
か
ら
見
て
、
判
断
出
来
る
も
の
。
無
惨
に
散
ら
ば
っ
た
扉
の
残
骸
に
、

モ
ク
モ
ク
と
上
が
る
煙
。

　
人
間
界
で
あ
れ
ば
消
火
器
と
い
う
手
段
が
あ
る
が
、
天
界
で
は
存
在
し
な
い
。

“
火
”
と
い
う
要
素
を
魔
法
で
消
失
さ
せ
る
。

　
火
の
構
成
物
質
で
あ
る
火
事
に
は
、
対
処
で
き
て
も
、
煙
に
対
し
て
は
魔
法

対
象
の
要
素
が
な
く
、
対
処
が
で
き
な
い
。

　
よ
っ
て
、
人
為
的
に
よ
る
扉
の
修
繕
作
業
が
必
要
に
な
る
。

　
天
界
で
は
、
人
間
界
と
同
じ
よ
う
に
国
家
予
算
が
存
在
し
、
費
用
が
発
生
す

る
。

　
有
能
な
の
に
天
界
一
の
節
約
家
で
有
名
な
己
の
秘
書
に
、
ど
れ
だ
け
ど
や
さ

れ
る
の
か
と
、
ゼ
フ
ィ
ー
ル
は
頭
を
抱
え
た
く
な
っ
た
。

　
神
王
の
部
屋
か
ら
の
爆
音
に
気
付
い
た
、
王
宮
位
の
階
級
＞
部
署
＜
。

お
う
き
ゅ
う
い

　
す
ぐ
さ
ま
王
宮
位
ト
ッ
プ
神
王
閣
下
で
、
ゼ
フ
ィ
ー
ル
の
秘
書
で
あ
る
、
ル

ー
マ
ス
を
神
王
の
部
屋
に
駆
け
付
け
さ
せ
た
。

　
王
宮
位
は
、
神
王
の
部
屋
に
別
れ
る
廊
下
へ
の
分
岐
の
側
に
構
え
て
あ
る
。

王
宮
位
か
ら
全
力
疾
走
す
れ
ば
、
距
離
は
十
を
数
え
る
間
も
な
く
辿
り
着
く
。

　
ル
ー
マ
ス
は
天
界
の
中
で
は
若
い
世
代
で
、
人
間
で
言
え
ば
就
職
活
動
中
の

大
学
生
に
近
か
っ
た
。

　
ゼ
フ
ィ
ー
ル
が
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
頃
。
ル
ー
マ
ス
の
世
代
は
、
天
界
で
の

就
職
活
動
の
真
っ
只
中
。

　
ル
ー
マ
ス
の
両
親
は
、
魔
界
と
の
境
界
線
に
あ
る
危
険
地
域
・
ア
ン
ダ
ー
グ

ラ
ウ
ン
ド
出
身
。
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
出
身
者
は
、
最
下
級
階
層
で
も
あ
る
。

　
最
下
級
階
層
は
、
ど
ん
な
に
能
力
が
あ
ろ
う
と
も
、
一
般
人
の
就
く
公
的
な

職
に
は
大
部
分
の
者
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
国
の
政
治
の
勝
手
が
分
か
ら
な
い
、

初
代
神
王
の
残
し
た
奴
隷
制
度
の
名
残
だ
。

　
い
く
ら
望
ん
で
も
、
欲
し
い
身
分
は
手
に
入
り
は
し
な
い
。
奴
隷
制
度
の
名
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残
も
消
え
は
し
な
い
。

　
王
宮
位
に
就
職
で
き
る
程
の
実
力
と
、
頭
脳
を
持
ち
な
が
ら
。
職
に
は
あ
り

つ
け
ず
、
お
金
持
ち
の
屋
敷
の
手
伝
い
と
い
う
名
の
奴
隷
を
、
続
け
る
毎
日
。

　
日
々
を
繰
り
返
す
内
に
、
あ
る
幼
い
少
年
が
、
新
た
に
１
６
代
目
の
神
王
に

就
く
と
い
う
噂
が
流
れ
た
。

　
幼
い
少
年
が
神
王
に
就
け
ば
、
お
飾
り
の
操
り
人
形
に
さ
れ
る
だ
け
で
、
世

の
中
が
代
わ
る
訳
で
も
な
い
。
新
た
な
神
王
へ
の
期
待
は
皆
無
に
近
か
っ
た
。

　
第
１
６
代
神
王
就
任
の
反
対
派
に
よ
る
、
第
一
次
国
内
大
戦
が
勃
発
。
避
難

準
備
を
す
る
、
貴
族
や
一
般
階
級
の
天
使
の
中
。

　
ル
ー
マ
ス
は
自
分
よ
り
も
遥
か
に
幼
い
少
年
が
、
少
人
数
の
賛
成
派
を
率
い

て
。
武
装
す
る
大
勢
の
反
対
派
と
、
勇
敢
に
も
対
峙
す
る
の
に
、
間
近
で
直
面

し
た
。

　
大
人
を
も
唸
ら
せ
る
立
派
な
論
説
で
、
反
対
派
に
誇
示
す
る
幼
い
ゼ
フ
ィ
ー

ル
に
、
ル
ー
マ
ス
は
心
を
強
く
打
た
れ
た
。

（
あ
の
子
な
ら
…
…
こ
の
国
を
代
え
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
！
）

　
ル
ー
マ
ス
は
と
て
も
勘
が
鋭
い
。

　
特
定
の
人
物
を
全
て
滅
さ
せ
る
禁
忌
の
魔
法
を
発
動
さ
せ
よ
う
と
し
た
、
反

対
派
に
一
早
く
気
付
く
と
、
身
動
き
を
封
じ
る
魔
法
で
発
動
を
中
止
さ
せ
、
ゼ

フ
ィ
ー
ル
の
身
を
守
っ
た
。

　
翌
日
に
は
第
１
６
代
神
王
の
就
任
が
公
式
に
発
表
さ
れ
、
神
王
の
名
に
よ
り

天
界
永
劫
に
渡
る
、
奴
隷
制
度
の
一
切
の
禁
止
令
が
発
令
さ
れ
た
。

　
ル
ー
マ
ス
は
ゼ
フ
ィ
ー
ル
直
々
に
、
神
王
の
秘
書
と
し
て
王
宮
に
招
か
れ
た
。

　
神
王
の
秘
書
と
し
て
の
権
限
は
、
神
王
の
生
涯
で
、
た
だ
一
人
に
し
か
与
え

ら
れ
な
い
。

　
神
王
の
秘
書
は
王
宮
位
の
ト
ッ
プ
・
神
王
閣
下
も
兼
任
し
、
全
て
の
階
級
の

責
任
者
に
位
置
す
る
。

　
天
界
初
の
最
下
級
階
層
か
ら
の
階
級
入
り
が
、
誕
生
し
た
瞬
間
。
そ
れ
と
同
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時
に
ル
ー
マ
ス
は
、
ま
だ
幼
い
ゼ
フ
ィ
ー
ル
の
子
守
役
ま
で
、
強
制
的
に
押
し

付
け
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。

「
ゼ
フ
ィ
ー
ル
様
、
い
か
が
さ
れ
ま
し
た
か
！
」

　
焦
り
の
声
が
、
爆
音
に
混
じ
り
甲
高
く
響
き
渡
る
。
低
す
ぎ
ず
高
す
ぎ
ず
、

中
性
的
な
声
は
ル
ー
マ
ス
の
も
の
。

　
七
三
分
け
の
前
髪
に
、
項
ま
で
の
長
さ
の
黒
髪
。
元
々
か
ら
色
素
の
薄
い
白

肌
を
際
立
た
せ
て
、
そ
の
身
を
包
む
の
は
黒
の
軍
服
。

　
一
寸
の
隙
も
見
せ
ず
、
立
て
襟
の
ダ
ブ
ル
ボ
タ
ン
仕
様
に
茶
色
の
ロ
ン
グ
ブ

ー
ツ
。

　
声
に
似
合
わ
ず
、
爽
や
か
な
好
青
年
で
人
望
も
厚
く
、
部
下
か
ら
の
評
判
も

良
い
。

　
中
の
上
レ
ベ
ル
と
い
っ
た
端
整
な
顔
が
、
シ
ル
バ
ー
グ
レ
ー
の
瞳
を
顰
め
る
。

扉
の
残
骸
を
踏
み
場
に
、
ル
ー
マ
ス
は
普
段
は
穏
や
か
な
眼
差
し
か
ら
一
切
の

表
情
を
消
し
、
硝
煙
の
中
で
主
の
姿
を
探
し
た
。

「
何
事
か
尋
ね
た
い
の
は
、
私
の
方
で
す
よ
」

　
の
ん
び
り
と
し
た
声
で
投
げ
掛
け
ら
れ
た
言
葉
で
、
神
王
の
無
事
を
知
っ
た

ル
ー
マ
ス
は
、
安
堵
の
溜
息
を
漏
ら
し
た
。

　
硝
煙
を
吸
い
込
ま
な
い
よ
う
、
口
元
に
手
を
や
り
な
が
ら
、
執
務
机
へ
と
近

付
く
。
辿
り
着
く
頃
に
は
、
薄
く
な
っ
た
硝
煙
の
中
か
ら
、
急
な
事
態
に
も
平

気
な
顔
の
ゼ
フ
ィ
ー
ル
の
姿
が
、
目
に
入
っ
た
。

「
い
っ
た
い
何
が
あ
っ
た
ん
で
す
か
」

　
爆
発
に
よ
り
散
乱
し
た
数
々
の
書
類
を
拾
い
上
げ
な
が
ら
、
問
い
掛
け
る
。

腰
を
曲
げ
、
続
く
よ
う
に
書
類
を
拾
い
始
め
た
ゼ
フ
ィ
ー
ル
は
、
訳
が
分
か
ら

な
い
と
い
っ
た
表
情
を
し
て
首
を
傾
げ
て
み
せ
た
。

「
仕
事
を
し
て
い
た
ら
、
突
然
に
扉
が
爆
発
し
た
ん
で
す
よ
」

　
ル
ー
マ
ス
か
ら
書
類
を
渡
さ
れ
、
拾
い
終
え
た
分
と
合
わ
せ
て
机
の
上
に
乗

せ
る
。
床
に
吹
き
飛
ん
だ
神
王
の
ス
タ
ン
プ
も
拾
っ
て
、
書
類
の
隣
に
置
い
た
。

　
ゼ
フ
ィ
ー
ル
の
言
葉
に
眉
を
ひ
そ
め
た
ル
ー
マ
ス
が
、
事
態
を
調
べ
る
べ
く

部
屋
の
外
へ
と
出
て
い
く
。
扉
の
残
骸
を
手
探
り
で
調
べ
て
い
れ
ば
、
ア
ナ
ロ
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グ
時
計
の
よ
う
な
機
械
が
姿
を
現
し
た
。

「
こ
れ
は
…
ま
さ
か
、
小
型
爆
弾
」

　
再
び
爆
発
す
る
可
能
性
が
ゼ
ロ
で
な
い
為
、
慎
重
に
手
に
取
っ
て
、
ゼ
フ
ィ

ー
ル
の
元
へ
と
急
ぐ
。
ル
ー
マ
ス
の
行
動
を
大
人
し
く
見
守
っ
て
い
た
ゼ
フ
ィ

ー
ル
は
、
差
し
出
さ
れ
た
小
型
爆
弾
を
手
の
中
に
収
め
て
調
べ
始
め
た
。
「
こ

れ
は
天
魔
国
の
も
の
で
す
ね
。
自
国
で
は
製
造
自
体
を
禁
じ
て
い
ま
す
か
ら
」

　
ゼ
フ
ィ
ー
ル
の
発
言
に
驚
い
た
よ
う
に
目
を
見
開
き
、
ル
ー
マ
ス
は
問
い
掛

け
た
。

「
い
っ
た
い
誰
が
…
…
」

「
誰
か
手
引
を
し
た
者
が
い
る
の
で
し
ょ
う
。
守
護
位
に
大
至
急
、
報
告
を
入

れ
な
さ
い
。
国
内
の
警
備
を
強
化
す
る
よ
う
に
と
」

　
淡
々
と
発
す
る
ゼ
フ
ィ
ー
ル
の
声
に
、
驚
い
て
い
る
場
合
で
は
な
い
と
表
情

を
引
き
締
め
、
ル
ー
マ
ス
は
返
事
の
代
わ
り
に
深
く
頷
い
て
か
ら
、
部
屋
を
後

に
し
た
。

　
平
穏
な
筈
の
天
界
を
、
騒
が
す
事
態
に
発
展
し
そ
う
な
出
来
事
に
、
ゼ
フ
ィ

ー
ル
は
深
く
溜
息
を
吐
い
た
。

「
悪
い
こ
と
の
予
兆
で
な
け
れ
ば
、
良
い
ん
で
す
が
―
―
」

　
神
王
に
就
任
し
て
か
ら
は
、
長
き
に
渡
っ
て
平
和
だ
っ
た
天
界
を
案
じ
る
ゼ

フ
ィ
ー
ル
の
心
境
を
裏
切
る
よ
う
に
、
運
命
の
歯
車
は
回
り
始
め
る
の
だ
っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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